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【101】
論 文 の 内 容 の 要 旨
　本論文は，米国フェルミ国立加速器研究所の陽子・反陽子衝突型加速器テバトロンで行われている素粒子














　本研究では，2001 年より開始された重心系エネルギー 1.96TeVでの陽子・反陽子衝突実験 CDFにおいて





















審 査 の 結 果 の 要 旨
　対称性の自発的破れとヒッグス機構の検証は，実験的研究によるヒッグス粒子の直接・間接の探索を始め，
素粒子物理学の重要課題として活発な研究が行われている。本研究は，低質量領域のヒッグス粒子を対象と
して，テバトロン加速器を用いた陽子・反陽子衝突実験 CDFにおいてその探索を行った。信号に対する感
度を向上されるため，著者は，二次崩壊点の同定方法および信号・背景分離のための人工ニューラル・ネッ
トワークの使用など，新たな解析方法を考案し，またより高統計のデータに適用した。観測された候補事象
は既知の背景事象と矛盾せず，ヒッグス粒子の発見には至らなかったが，今後の展望に期待を抱かせるもの
である。また，物理的重要性，および従来の探索結果と比較して生成断面積の上限値が大きく向上したこと
を鑑み，本研究は博士論文として充分価値のある研究であるものと判断する。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
